
2026年度横浜にぎわい座演芸体験プログラム

体 験 講 座
落語や寄席の世界を彩る「寄席文字」を、まずは一文字から。

じっくり筆を運びながら、日本の伝統を身近に感じるひとときを過ごしてみませんか。

お問い合わせ

横浜にぎわい座
045-231-2515（10:00～20:00）

〒231-0064 横浜市中区野毛町3-110-1
JR根岸線・市営地下鉄線「桜木町」駅下車徒歩3分
京浜急行線「日ノ出町」駅下車徒歩7分 横浜にぎわい座 検索

2026年9/12 (土)
第1回 11：00～13：00
第2回 14：00～16：00
［各回30分前から受付開始・2回とも内容は同じ］

横浜にぎわい座地下2階のげシャーレ(小ホール)

定 員│各回先着20名

参加申込│7/12(日)10:00から＊定員に達し次第締切

申込方法│・横浜にぎわい座ウェブサイト「チケットweb購入・会員登録」から ＊会員登録必須（無料）

・横浜にぎわい座電話 045-231-2515 (受付時間 10:00～20:00)

対 象│中学生以上

参 加 費│1,500 円 ＊講座当日に会場受付にて現金でお支払い

講 師│橘右樂、橘右雀、橘紅樂（橘流寄席文字一門）

寄席文字ってどんな文字？

寄席文字は、落語などの寄席の看板や出演者の名前が書かれた紙の

「めくり」に使用されている太く黒々とした独特な書体のことをいいます。

余白を空席に見立てて、それが少なくなるように墨をたっぷり使った太い

文字で書かれる寄席文字には、「客席にすき間がないほどにお客さんに詰

めかけてほしい」など、多くの願いが込められています。

横浜にぎわい座のめくりは、すべて橘右雀氏の筆によるものです。

書：橘右雀

講座のポイント

講師の実演から寄席文字の基本の書き方を学ぶとともに、文字に込められた

さまざまな意味や寄席文化の魅力に触れます。書く楽しさとともに、日本の

伝統文化を身近に感じられる体験になること間違いなし！

2階情報コーナーにて
本講座関連企画展も開催決定！

＊詳細はウェブサイトにてご確認ください


